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　　　七尾城跡保存活用推進室
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（ベース：国土地理院）

　七尾城跡は、能登国の守護・畠山

氏が 16 前期前半に築いた城館跡で、

全国屈指の規模を誇る。石動山系の

北端、七尾湾を見下ろす要害に築か

れた城域は、南北 2.5 ㎞、東西 1.2

㎞に及ぶ。山上から山麓までの峻険

な自然地形を巧みに利用し、七尾の

地名の由来となった七つの尾根筋を

中心に大小多数の曲輪が連なる。本

丸を中心に遊佐屋敷・桜馬場・西の

丸・温井屋敷・二の丸・三の丸・調

度丸・寺屋敷・長屋敷と称される曲

輪群が所在している。主郭部周辺に

は野面積みの石垣が随所にみられ、

堀切や土塁などの遺構の残存が良好

である。北陸では最大級の規模を誇

り、堅固な構造を有する戦国期を代

表する中世城郭である。

能登畠山氏・七尾城跡略年表

史 跡 七 尾 城 跡 整 備 基 本 計 画 の 概 要

1. 経緯と計画

２．基本理念（史跡七尾城跡の整備が目指す姿）

３．概要

○対象範囲：30ha（史跡指定地「27.7ha」、七尾城登山口駐車場・七尾城史資料館及び大手道の未指定地）

○事業期間：令和３年度～ 12年度の 10年間における具体的な整備内容やスケジュールの提示

　　　　　　（本計画の事業期間は前半５年目に事業の評価や進捗状況に応じて、後半の事業を見直す）

○整　　備：［保存目的］竹木の伐採・剪定・地形の復旧（災害復旧も含む）

　　　　　　［活用目的］

○発掘調査：実態解明を目指す（追加指定や史跡整備の基礎資料）

大手道の整備イメージ（A－９地区：能越道高架下）
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登山口駐車場

各地区

本丸周辺

大手道

石垣

諸施設

本丸駐車場

便所・バス停整備

眺望確保（竹木の伐採、剪定）、植生管理による遺構保全と顕在化

発掘調査成果に基づいた遺構復元（本丸西側虎口）と建物復元の検討

能越道高架下の遺構復元、誘導・説明看板、道路面、高屋敷北側市有地の仮整備

本丸北側斜面、九尺石などについて、優先順位を設定して条件が整った石垣から復旧

柵やベンチなど活用上必要な諸施設

本丸眺望説明看板の設置、七尾城史資料館の建て替え又は移転の検討

市道南大吞１号線の活用も視野にした拡幅
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大手道の実態解明（C区）
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　「七尾」の由来となった戦国時代の城郭
　―七尾城跡のスケールと眺望を体感でき、市民が誇りをもてる史跡―
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令和 3年度～令和 12年度［10年間］（2021 ～ 2030）


